
プログラム名 学⽣⽒名 修⼠論⽂題名 指導教員

⼈⽂学 伊本 由岐⼦
インド算術書『リーラーバティー』における基本演算
―ガネーシャ注『ブッディヴィラーシニー』を通して―

川村 悠⼈

⼈⽂学 藤⽥ 敬⼦
Feminism and Narrative Techniques in Henry James's
Daisy Miller , The Portrait of a Lady , and The Wings of the
Dove

⼤地 真介

⼈⽂学 坪中 初穂 戦国⼤名⽑利⽒の防⻑寺社⽀配 本多 博之
⼈⽂学 林 書卉 李賀詩研究―語の多義性を中⼼に― ⼩川 恒男
⼈⽂学 蔡 若琪 元稹詩研究 ―「悼亡詩」を中⼼として― ⼩川 恒男

⼈⽂学 吉井 馨織
A Linguistic Approach to the Characters in Troilus and
Criseyde : With Special Reference to Impersonal
Constructions

⼤野 英志

⼈⽂学 坂本 琢也 フランス語反使役動詞に関する⼀考察 上野 貴史

⼈⽂学 波⽥ 健太
An Analysis of the Change in the Accent of Queen
Elizabeth II

今林 修

⼈⽂学 趙 ⿓ 鄭永昌の役割 −天津⽇租界設⽴前後を中⼼に− 奈良 勝司
⼈⽂学 武⾕三男の科学思想に関する⼀考察
⼈⽂学 持⽥ 歩 共和政末期ローマにおけるhostis宣⾔と権⼒闘争の諸相 前野 弘志

⼈⽂学 李 昊
対話理論による魯迅作品の翻訳についての研究―増⽥渉・⽵
内好・丸尾常喜の翻訳を中⼼に―

本⽥ 義央

⼈⽂学 今 雪乃
オクタウィアヌスのコイン
―⾃⼰宣伝戦略の変遷：前43年から後14年まで―

前野 弘志

⼈⽂学 桑島 哲史 戦国⼤名⽑利⽒による警固衆の編成とその運⽤ 本多 博之

⼈⽂学 秀島 由⾥⼦
Jake's Narration and Hemingway's Trauma in The Sun
Also Rises

⼤地 真介

⼈⽂学 楊 暁敏 同訓異表記からみた『運歩⾊葉集』の編集⽅針 ⽩井 純

⼈⽂学
戦争⽂学における死の共同体
―⼤岡昇平の『レイテ戦記』を中⼼に―

中村 平

⼈⽂学 栄 恵沢
遅⼦建『アルグン川の右岸』研究：エコフェミニズムの視点
から

本⽥ 義央

⼈⽂学 原⽥ ⼀学
農業における障害者就労の地域的特徴と意義
―岡⼭県の障害者就労⽀援事業所と農業者の農福連携を事例
に―

後藤 拓也

⼈⽂学 安⽥ 和愛 太宰治論 有元 伸⼦
⼈⽂学 永⽥ 実映 戦国期勘解由⼩路家 本多 博之

⼈⽂学 ⼤越 あすか
戦後⽇本における特攻イメージの受容と再⽣産 ―暴⾛族の服
装・⾵俗を中⼼に

奈良 勝司

⼈⽂学 舩越 雅⼦
中⼭式⼟器の製作技術からみた弥⽣⽂化定着過程―刷⽑⽬分
析を中⼼として―

有松 唯

⼈⽂学 李 紫宸
ヤンチェン・ガロ『タントラ地道論』研究：⽣起次第を中⼼
に

根本 裕史

⼈⽂学 李 禕然
正岡⼦規の⽇清戦争従軍体験と⽂学―「俳句と漢詩」を中⼼
にして―

久保⽥ 啓⼀

⼈⽂学 源 さちあ 『調度歌合』の構想と歌の表現⽅法 ⼩川 陽⼦
⼈⽂学 笹川 春哉 ⾦⻫宋関係から⾒た「澶淵体制」の実態 舩⽥ 善之
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⼈⽂学 福⽥ 清夏 『落窪物語』研究 ⼩川 陽⼦

⼈⽂学 谭 ⼒⼭
ソーシャルメディアの投稿データを⽤いた観光⾏動の地理学
的研究 ―訪⽇中国⼈観光者を対象に―

友澤 和夫

⼈⽂学 王 葛⼼怡
武⽥泰淳「富⼠」における鳩の表象―作品の思想性と宗教性
をめぐって―

溝渕 園⼦

⼈⽂学 畑上 尭也 リグヴェーダとアタルヴァヴェーダにおける未来語幹の研究 尾園 絢⼀

⼈⽂学 董 翔宇 カントにおける超越論的⾃由と実践的⾃由との関係について 硲 智樹

⼈⽂学 原⽥ 気允
発達障害を捉える教育者の視点に関する考察
―ゲーテの⾃然観とシュタイナーの教育論を参考に―

衞藤 吉則

⼈⽂学 劉 婧怡
芥川⽂学における『聊斎志異』の受容―中国旅⾏前後の変化
を中⼼に

溝渕 園⼦

⼈⽂学 蘆尾 柚貴
Lʼinvention du Roland
Projet éditorial et philologie nationaliste de Léon Gautier
(1872-1897)

SECARDIN
OLIVIER

⼈⽂学 ⽥中 絢野 『⽉並発句帖 夜半亭』注釈研究 久保⽥ 啓⼀

⼈⽂学 鈴⽊ 淳
幕末期広島藩の軍事と地域社会 ―農兵・諸隊を題材として
―

奈良 勝司

⼈⽂学 野仲 美紅 ⽂久3年における真⽊和泉の政治的位置 奈良 勝司
⼼理学 島⽥ 慶司 ネガティブ感情粒度と感情制御および精神的健康との関連 中尾 敬

⼼理学 ⼩川 詩⾳
誰が組織内での発⾔をためらい,⼼理的安全性を低く感じるの
か：社会⼈調査モニターの性別・国籍・障害の有無に着⽬し
て

中島 健⼀郎

⼼理学 ⽴⽯ 杏佳 幼児期における習得動機づけと親のほめ⽅・叱り⽅の関連 杉村 伸⼀郎

⼼理学 近信 優⾐
保育者のマインドフルネスと幼児の⾮認知的スキルの関連―
保育者‐⼦ども関係の媒介効果―

清⽔ 寿代

⼼理学 陳 放
デコラティブピクチャーが数学教材の理解と読み⽅に及ぼす
影響

森⽥ 愛⼦

⼼理学 任 芮瑶
オンライン上の偽・誤情報に対する真偽判断について̶̶信
号検出理論に基づく妥当性の検討̶̶

李 受珉

⼼理学 張 清源
オンラインコミュニケーションが⼤学⽣の孤独感に与える影
響

中島 健⼀郎

⼼理学 伊藤 知也 会⾷恐怖尺度の作成および信頼性・妥当性の検討 尾形 明⼦
⼼理学 末永 遥和 ⾊相及び⾊調が味覚と味覚イメージに及ぼす影響 森⽥ 愛⼦
⼼理学 今⽥ 奈緒 過剰適応概念の検討と再考 中島 健⼀郎

⼼理学 中⾕ 友紀
⼩児における睡眠の量の増加と規則性の強化に重要な⽣活習
慣・家庭環境の検討―⺟親の⽣活習慣と光環境に着⽬して―

⽥村 典久

⼼理学 松浪 美晴
児童⽣徒における学業不振の予測因⼦としての社会的時差ぼ
け

⽥村 典久

⼼理学 中川 寛⽂ 実⾏意図におけるリハーサルは注意⼒に影響を与えるのか 中尾 敬

⼼理学 福島 あかり
少数派留学⽣への⽀援についての考察―⾮東アジア圏出⾝留
学⽣へのインタビュー調査の分析から―

中島 健⼀郎

⼼理学 下本 有紀保
解離傾向と過剰適応傾向の時間的相互関係―交差遅延モデル
を⽤いた縦断研究―

上⼿ 由⾹



⼼理学 那須 郁未 教師効⼒感のプロファイルとバーンアウトの関連 安部 主晃

⼼理学 村上 菜津美
わらべうたの場における⼦どものありようの検討―リズムの
共有体験に着⽬して―

服巻 豊

⼼理学 ⼩関 佳那⼦
Child-Adult Relationship Enhancement（CARE）の介⼊効
果の検討

尾形 明⼦

⼼理学 神垣 るな
⾃⼰卑下呈⽰と社交不安傾向に及ぼす⽂化的離反傾向の調整
効果

尾形 明⼦

⼼理学 荒武 聖⾹
動作法における援助者・被援助者間の「共体験」の⽣起に関
する検討

服巻 豊

法学・政治学 銭 雯雯 過失の共同正犯における⽇中⽐較研究 吉中 信⼈
法学・政治学 張 ⼦銘 夫婦共有財産における⼀⽅配偶者の持分に関する考察 ⾦ ミンジュ
法学・政治学 彭 俏怡 多様なフェミニズムの視点からみた日本の刑事司法改革 吉中 信⼈
法学・政治学 ⽯ 晨蕊 中印関係の転換と中国の⽴場 永⼭ 博之

法学・政治学 賈 孟陽
未成年者を対象とした性犯罪からの保護-⽇中における法的
および社会的⽀援アプローチ-

SUN LU

法学・政治学 王 梓任 動産の譲渡担保 堀⽥ 親⾂

法学・政治学 劉 佳怡
インターネット炎上に対する刑法規制―名誉毀損罪を中⼼に
―

吉中 信⼈

法学・政治学 井上 倖希
公益法⼈等が⾏う事業に係る租税法上の収益事業該当性判断
枠組みの現状及び課題―租税法解釈論の視点から―

⼿塚 貴⼤

法学・政治学 朱 怀馨
中国上場企業における買収防衛策の決定権̶̶⽇中⽐較法の
視点から̶̶

松原 正⾄

法学・政治学 徐 芮 ESGにおける取締役の義務と責任 松原 正⾄
法学・政治学 林 艺雯 1940-1970年代の中⽇共産党 永⼭ 博之

法学・政治学 呂 慢慢
「忘れられる権利」の⽇中⽐較法研究̶̶表現の⾃由との対
⽴場⾯において̶̶

井上 嘉仁

法学・政治学 梁 棗童 同性間性犯罪の刑事⽴法経緯と課題 吉中 信⼈
経済学 賈 易蓉 資本構成が企業業績に与える影響 -⽇本の上場企業を例として- 鈴⽊ 喜久
経済学 ⻄岡 典幸 市区町村データを⽤いた出⽣率に関する実証分析 鈴⽊ 喜久

経済学 張 ⽂睿
⽇本市場における業種間リターン予測性の研究 -⽇経225銘柄を対
象として-

鈴⽊ 喜久

経済学 福⽥ 清華 The effects of patient cost-sharing on health behaviors: Evidence from
Japanese healthcare insurance system

⼭根 明⼦

経済学 劉 琳
株式市場間のボラティリティの相互作⽤−多変量GARCHモデルを
⽤いた分析

⼭根 明⼦

経済学 張 ⽻ ドイツ⾃動⾞産業における「多様な⾼質品⽣産」の史的展開 森 良次

経済学 李 直謙
The economic effects of NPB Champion by using synthetic control method,
comparing to the MLB. 合成コントロール法を⽤いたNPB優勝の経済的効果とMLB
との⽐較

瀧 敦弘

経済学 須⽥ 安代 マルサスの有効需要概念の形成‐経済学の⽅法との関連で‐ 宮澤 和敏
経済学 黎 婉婷 ESG評価が株式流動性に与える影響-⽇本の上場企業を事例に 鈴⽊ 喜久

経済学 倉本 唯
Behavioral Biases in Panic Selling: Exploring the Role of Framing
during the COVID-19 Market Crisis

⾓⾕ 快彦

経済学 鍋島 萌花
Do Life Events Impact the Time Discount Rate? Evidence from
Japan

⾓⾕ 快彦

マネジメントプ
ログラム

佐伯 祐美
病院統合における看護師のストレッサーの理解 ―挑戦スト
レッサーと障害ストレッサーの視点から―

相⾺ 敏彦



マネジメント 王 可欣
企業間提携を考慮した事業ポートフォリオの在り⽅が 企業の
パフォーマンスに与える影響―オープン・イノベーション時
代における中国⾃動⾞産業の研究開発を対象に―

秋⼭ ⾼志

マネジメント ⽑ 近宏
ファミリー企業の TMT におけるダイバーシティ要因と企業
パフォーマンスの関係について

⾦ 宰煜

マネジメント 北岡 将彦
両利きの経営における深化事業と探索事業の関係性 ―⼤⼿不
動産企業2社を⽐較して―

秋⼭ ⾼志

マネジメント ⽥中 壮太
⽇本のNPOにおけるエンゲージメント施策の導⼊に関する⼀
考察

築達 延征

マネジメント 陳 ⼀恒
オンライン苦情対応における 消費者の公正知覚形成に関する
研究

徐 恩之

マネジメント 隆杉 ⻯也 鉄道業界における「両利きの経営」の研究 秋⼭ ⾼志
マネジメント 河野 綾 情報弱者を⽣み出すものたち―知的障害のある成⼈の観察と語松嶋 健

国際平和共⽣

NOURHAN
SALAH
ABDULFTAH
RAMADAN

Leadership Evolution in Egypt: Bridging the Perception Gap
Between Young Employees and Traditional Management
Styles

⽚柳 真理

国際平和共⽣
RAWAL
VRAJESH
JITENDRA

Global Disruption and Economic Resilience: Indiaʼs Foreign
Policy Strategy for Economic Diversification through
Multilateral Forums

SIMANGAN
DAHLIA
COLLADO

国際平和共⽣ LI ZHUORUI
The Hambantota Port Constructure in the Belt and Road
Initiative: Debt Trap or Economic Development

⽚柳 真理

国際平和共⽣
PORI
EMMANUEL

Problems and Prospects of International Assistance for
Protected Areas in Papua New Guinea: Where can the
Merits and Problems for Japanese Cooperation in
Management be Found?

吉⽥ 修

国際平和共⽣ 森下 乃愛
ブルンジにおける⺠族間権⼒分有の継続か撤廃か―紛争予防
の観点から評価公開会議の主張を分析する―

⼭根 達郎

国際平和共⽣
DIAS DANIEL
SUNAO

Comparing Disinformation Regulation: Between the
Brazilian Fake News Bill and the European Digital Service
Act

掛江 朋⼦

国際平和共⽣
WAJJWALKU
PORNPHAN

“Isnʼt Thailand the Easiest Place to Live for Japanese?”:
Unpacking Social Imaginaries, Privilege, and the Good Life
in Japanese Lifestyle Migration

関 恒樹

国際経済開発 ZHOU YI
The Impact of Queen Bee Leadership on Female Employee
Outcomes

⾼橋 与志

国際経済開発
VALERA BELLO
KIRVERLIN
FRANCISCA

A Multicriteria Index-based Analysis for Flood Vulnerability
Assessment and Climate Adaptation: A Case Study of
Santo Domingo (Dominican Republic)

シャリフィ ア
ユーブ

国際経済開発
AKANGBE
OLAYEMI
RIDWAN

Nigeriaʼs Path to Green Energy Transition: SMEsʼ
Preferences for the Adoption of Renewable Energy
Technology

シャリフィ ア
ユーブ

⼈間総合科学 胡 静
中国「⼀帯⼀路」戦略とGCC諸国「次世代経済ビジョン」の
関係：内政不⼲渉原則の協⼒と発展についての検証

丸⽥ 孝志

⼈間総合科学 唐 熠東
1930年前後における林語堂の政治・⽂化思想の考察−中英バ
イリンガルの執筆活動を中⼼として−

⽔⽻ 信男



⼈間総合科学 荒⽊ 理沙
メクレンブルク＝フォアポンメルン州の歴史教育における東
ドイツイメージ

河合 信晴

⼈間総合科学 洪 珊 英彦⼭信仰の復興と⽂化伝承：⽂化的記憶と現代の役割 杉⽊ 恒彦

⼈間総合科学 ⽕村 遥
神⼭健治監督アニメ作品『攻殻機動隊 STAND ALONE
COMPLEX』シリーズにおける他者と相互的に結びつく⾝体
について

関村 誠

⼈間総合科学 ⾚松 拓海
⽴位での上肢等尺性⼒発揮に伴って⽣じる⽔平⾯内のモーメ
ントを補償する予測的姿勢制御

進⽮ 正宏

⼈間総合科学 向 はるか
災害リスクに対する共助の社会学的研究−広島市安佐北区可
部東地区の住⺠⾃治組織の考察

福⽥ 恵

⼈間総合科学 関川 真登⼀ TTM理論からみた移住・定住促進要因 淺野 敏久

⼈間総合科学 今坂 英和
全国の環境保全活動におけるインターネット活⽤の実態と，
インターネット活⽤に影響を与える団体の特徴について

淺野 敏久

⼈間総合科学 ⻄村 茉莉 試合における達成⽬標とプレッシャーの関係 関⽮ 寛史

⼈間総合科学 蜂⾕ 英介
農⼭村地域における⽣物保全活動と住⺠の意識−広島県世羅
町における活動とコウノトリの⾶来を事例として−

淺野 敏久

⼈間総合科学 隅⾕ 結友
表情刺激の無意識呈⽰が展望記憶に及ぼす影響−事象関連電
位を⽤いた検討−

⼩川 景⼦

⼈間総合科学 菱川 慶⼈
刺激の予測可能性が逸脱刺激によって喚起される魅⼒の⽣起
過程に及ぼす影響

⼩川 景⼦

⼈間総合科学 福⽥ ⼤智
⾵景の評価と観光の意欲にBGMのテンポと映像の速度がも
たらす影響についての研究

岩永 誠

⼈間総合科学 王 佳路
「理想の⼥性⾝体」に基づく⾝体消費−美容整形とフィット
ネスを中⼼に−

GRAJDIAN MARIA MIHAELA

⼈間総合科学 北野 佳苗
組織のダイバーシティ・イデオロギーの効果の検討−ジェン
ダーに着⽬して−

坂⽥ 桐⼦

⼈間総合科学 ⻄川 崚
⾃然体験活動の⻑期的影響とその要因−⾃伝的推論をもとに
したライフストーリーからの質的検討−

⻘⽊ 利夫

⼈間総合科学 ⽯⼾ 友菜
防災教育における態度形成に必要な要素の検討−学習者の
『語り』に注⽬して−

匹⽥ 篤

⼈間総合科学 ⾺ ⾬霏
敦煌莫⾼窟壁画における化⽣童⼦信仰について 北涼から唐
までを例として

荒⾒ 泰史

⼈間総合科学 汪 振浩
改⾰開放萌芽期における中国⻘年の思想胎動 −『這⼀
代』・『⻘年論壇』を中⼼に

丸⽥ 孝志

⼈間総合科学 中原 愛
オオサンショウウオの交雑問題をどう捉えるのか−特別天然
記念物の交雑問題に対する地域間での対応の差異−

淺野 敏久

⼈間総合科学 呉 鴻彬
Creative Tourism Practices : A Case Study of Experiential
Activities in Kanazawa

張 慶在

⼈間総合科学 後藤 華乃
現代的性差別主義がポジティブ・アクションの⽀持に及ぼす
影響の検討

坂⽥ 桐⼦

⼈間総合科学 伊藤 まりな スーダンにおける平和構築の現状とSSRの可能性 ⻄ 真如
⼈間総合科学 塩治 玲奈 公平性の幻想の⽣起メカニズムおよび機能の検討 坂⽥ 桐⼦

⼈間総合科学 ⼩林 貫太
歩隔を制限した2歩ステップ課題におけるステップ距離が内
外側⽅向の重⼼移動戦略に与える影響

進⽮ 正宏

⼈間総合科学 陸 駿⾶ Exploring the concept of freedom in tent camping 張 慶在



⼈間総合科学 穆 鈺琪
三島由紀夫における「不在」という美意識−『苧莬と瑪耶』
と『憂国』を中⼼にして−

柳瀬 善治

⼈間総合科学 ⼤嶋 拓
サッカーのPenalty Kickにおけるプレッシャーが視線⾏動，
キック動作，意思決定に及ぼす影響

関⽮ 寛史

⼈間総合科学 野⽥ ⿇菜美
⽇中の短時間仮眠による対処資源および対⼈ストレスへの影
響

林 光緒


